






















































































































































































で催された。出席者は白山神社に合併された 5 社の各氏子総代、金山区を含めた 6 区の区長、白
山神社宮司ほかで、氏子総代会会長の百万脇氏子総代が挨拶をし、柳田地区区長会長の百万脇区
長が議長を務めた。 







































写真3 お旅所への道から見た白山神社        写真4 お旅所、左手に松明、右奥に目印となる 


























写真3 お旅所への道から見た白山神社        写真4 お旅所、左手に松明、右奥に目印となる 
















写真5 拝殿内での神事              写真6 お旅所へ向かうキリコと神輿 
 
  















































































 夏まつりは 7 月 13・14 日の二日かけて
行われる。13日は宵宮で、夜キリコが出さ
れて神輿渡御が行われる。キリコは戦後しばらくのいちばん人手が多かったときには、3組それぞ































































































 祭りは夕方 4 時頃から始まり、市姫神社を出た神輿はまず諏訪神社に寄ったあと、神社脇の坂
を降りて、石井区と柳田の野田区との接点を流れる町野川にかかる石井橋に向かう。橋の上で町
野川のお祓いをしたあと、野田区の商店街や石井区の商店街を巡行する。申し出た商店に神輿が
立ち寄ってお祓いをして回る。市姫神社に戻るころには夜遅くになっている。 
 これらのほか石井では、1月1日の初参り、3月2日の祈年祭、11月23日の新嘗祭が催される。
初参りは区で紅白の鏡餅やお神酒を用意する程度だが、祈年祭と新嘗祭は祭り当番がお供えを準
備して宮司が神事を行う。新嫁が参るゲンゾ参りや、初孫が生まれたときに祖父母、父母、初孫
がそろってお参りする「初孫参り」は、3月2日の祈年祭のときによく行われてきた。また初老（シ
ョロウ、数え 42 歳の男の厄年）のお祓いや還暦の祝いは新嘗祭の時にあわせてすることが多い。
ただいずれももっぱら男性のみが行ってきたという。 
 
5．おわりに 
 各地区に建てられた神社だけでなく、そこで執り行われてきた定期祭礼もまた、固有の由緒来
歴をもつ伝統行事であり、この地区で暮らす人びとの生活に深く織り込まれてきた。その内容や
意義はとてもここで見たような概観で尽くせるものではない。祭礼行事の実態を把握するために
は、何よりも実際に見てみることが不可欠だが、今回実際に見ることのできた部分はほんのわず
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かで、多くは地区の方々からの聞き取りに頼って記述した。断片的で舌足らずな紹介に終わって
いることは言うまでもなく、知識不足による誤りがないことを祈るばかりだが、今年度聞き取り
を行った旧柳田村の字柳田地区、字笹川地区、字石井地区もまた、ここで紹介したようなそれぞ
れ個性ある神社祭礼を継承してきた地域であり、その個性の一端が表現できていれば幸いである。 
 
 
 
 
 
注： 文中にはいずれも筆者が2015年9月16日に撮影した写真を使用した。 
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